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 別紙 

2014 年 4 月 22 日 (火 )	
 1 日目  

09:30-11:00 

 

第一部 :  開会式  
• 開会挨拶 

国連アジア太平洋経済社会委員会（ESCAP） 
ヤン・モンスバッケン	
 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ会長 
笹川陽平	
 日本財団会長 
国連国際防災戦略事務局(UNISDR) 駐日事務所代表	
 松岡由季  
藤本章	
 仙台市副市長 
亀岡偉民	
 内閣府大臣政務官・復興庁大臣政務官 

• 写真撮影、サテライト開催地（マニラ、北海道浦河市）参加者の紹介 

11:00-11:45 第二部 :アジア太平洋地域の災害の傾向、障害者インクルーシブ災害リス
ク軽減の概要  

• ビデオ上映“生命のことづけ” 

• 障害者インクルーシブな災害リスク軽減の重要性について：藤井克徳	
 
日本障害フォーラム幹事会議長 

• 障害者権利条約とインチョン戦略	
 障害者インクルーシブな災害リス
ク軽減の観点から：国連アジア太平洋経済社会委員会 

• ディスカッション  

11:45-12:30 第三部 :仙台会議成果文書の紹介	
 	
  

• 2015年国連防災世界会議、及び 2015年以降の行動枠組について：国連
国際防災戦略事務局駐日事務所代表	
 松岡由季 

• 2015年以降のポストMDGs開発目標、及び北京宣言と行動綱領 20年
間のレビュー：国連アジア太平洋経済社会委員会 社会統合課長	
 Mr. 
Patrick Anderson 

• 成果文書案の発表：国連アジア太平洋経済社会委員会 障害シニアアド
バイザー Ms. San Yuenwah 

• ディスカッション 

13:45-16:15  第四部 :    災害リスク軽減の多様な観点における障害者の包摂：事例紹
介とギャップ分析  

• リスクアセスメント：人と防災未来センター主任研究員 宇田川真之 
• 準備：インドネシア教育文化省特別教育・サービス局局長 Dr. 

Mudjito Samoeri 
• 早期警報：インド国家災害対策局次長 Ms. Anita Bhatnagar Jain 
• ケーススタディ：フィリピン	
 台風 30号｢ヨランダ｣の概要：マニ

ラ・サテライト会場からの発表 
• パネル・ディスカッション 

16:45-18:05 

 
 

第四部  (続き ) 
• パネル・ディスカッション：災害対策 
• ケーススタディ：北海道浦河町サテライト発表 
• パネリスト 

ü スリランカ災害管理省次官 Ms. Siththy Mareena Mohamed 
ü Inclusion International理事 長瀬修 

• 災害リスク軽減と障害者政策立案者による発表 



2014 年 4 月 23 日 (水 )	
 2 日目  

09:30-11:00 第四部  (続き ) 

•  パネル・ディスカッション：復興“復旧と発展” 
• ケーススタディ：岩手県陸前高田市 
• パネリスト 

ü International Medical Corps  Mr. Mathieu Simard  
ü 仙台市障害者福祉協会 会長	
 阿部一彦 

11:15-13:00 第五部 :   アクセシビリティーと障害者インクルーシブ防災  
• ユニーバーサルデザインが全ての命を救う：人と防災未来センター主

任研究員 宇田川真 
• パネル・ディスカッション 

ü 世界盲ろう者連盟事務局長福田暁子 
ü DAISY Consortium 途上国コーディネーター Mr. Dipendra 

Manocha 

14:15-17:30 第六部 :   成果文書の検討   
a. 成果文書案の紹介とディスカッション  
b. 成果文書の採択  

17:30-17:45 第八部：閉会  
• 閉会挨拶	
   

 
  
	
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


